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改
憲
派
の
プ
リ
ン
ス
と
し
て
「
任
期
中
の
明
文
改
憲
」
を
掲
げ
た
安
倍
晋
三
首
相
は

内
外
の
困
難
の
前
に
昨
年
秋
、
政
権
を
投
げ
出
し
た
。
代
わ
っ
て
登
場
し
た
福
田
康
夫

首
相
は
、
米
国
の
要
求
に
従
っ
て
衆
院
再
議
決
な
ど
異
常
な
手
段
で
し
ゃ
に
む
に
イ
ン

ド
洋
給
油
新
法
を
強
行
し
た
あ
と
、
安
倍
の
改
憲
戦
略
と
は
異
な
り
、
中
長
期
的
な
明

文
改
憲
実
現
と
あ
わ
せ
て
、
当
面
は
自
衛
隊
海
外
派
兵
恒
久
法
の
制
定
を
め
ざ
す
と
い

う
戦
略
構
想
を
描
い
て
い
る
よ
う
だ
。
米
国
や
財
界
の
要
求
す
る
明
文
改
憲
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
の
実
現
に
踏
み
込
み
き
れ
な
い
福
田
内
閣
と
し
て
は
、
こ
の
派
兵

恒
久
法
の
立
法
化
で
し
の
ぐ
以
外
に
な
い
と
こ
ろ
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

福
田
康
夫
首
相
は
も
と
も
と
小
泉
内
閣
の
官
房
長
官
時
代
に
、
私
的
諮
問
機
関
を
設

置
し
派
兵
恒
久
法
の
検
討
に
手
を
つ
け
た
過
去
を
持
っ
て
い
る
。
閣
僚
の
一
部
か
ら
は

こ
の
通
常
国
会
中
に
も
法
案
を
作
成
し
、
秋
の
臨
時
国
会
で
成
立
さ
せ
る
と
い
う
構
想

も
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
。
し
か
し
、
現
在
、
自
衛
隊
に
ま
つ
わ
る
問
題
続
出
で
法
案
作

成
の
た
め
の
与
党
協
議
が
遅
れ
て
お
り
、
派
兵
恒
久
法
の
形
と
し
て
存
在
す
る
も
の
は

〇
六
年
に
石
破
茂
が
中
心
に
な
っ
て
作
っ
た
「
国
際
平
和
協
力
法
案
」
以
外
に
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
悪
法
案
で
自
衛
隊
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
海
外
で
武

力
行
使
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
究
極
の
解
釈
改
憲
案
、
９
条
破
壊
の
法
案
で

あ
る
。
こ
の
法
案
の
下
で
は
自
衛
隊
は
い
ま
全
世
界
で
米
軍
の
戦
争
と
常
に
行
動
を
共

に
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
軍
並
み
に
な
り
か
ね
な
い
も
の
だ
。
石
破
試
案
の
危
険
性
を
暴

露
し
、
同
法
の
成
立
を
許
さ
な
い
闘
い
は
当
面
の
反
戦
平
和
や
憲
法
に
関
連
す
る
課
題

で
は
、
最
大
の
政
治
的
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
と
ら
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
以
来
八
回
目
を
数
え
る
共
同
の
集
会
で
あ
る
「
二
〇
〇
八
年
５
・
３
憲

法
集
会
」
は
こ
の
自
衛
隊
海
外
派
兵
恒
久
法
に
反
対
す
る
課
題
を
鮮
明
に
し
、
ま
た
五

月
四
日
か
ら
三
日
間
、
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
を
は
じ
め
仙
台
、
大
阪
、
広
島
な
ど
で
開

催
さ
れ
る
「
９
条
世
界
会
議
」
に
連
帯
す
る
立
場
か
ら
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
米
国

の
反
戦
団
体
「
コ
ー
ド
ピ
ン
ク
」
の
ア
ン
・
ラ
イ
ト
さ
ん
（
元
米
陸
軍
大
佐
、
９
条
世

界
会
議
の
参
加
者
）
を
招
い
て
、
三
日
一
三
時
三
〇
分
か
ら
日
比
谷
公
会
堂
で
開
か
れ

る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
ほ
か
に
音
楽
評
論
家
の
湯
川
れ
い
子
さ
ん
と
志
位
和
夫
共
産
党
委

員
長
、
福
島
瑞
穂
社
民
党
党
首
な
ど
だ
。

一
方
、
各
地
あ
わ
せ
て
約
二
万
人
規
模
で
開
か
れ
る
「
９
条
世
界
会
議
」
は
、
い
ま

派
兵
恒
久
法
を
持
っ
て
世
界
的
規
模
で
武
力
行
使
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
の
自
衛

隊
の
動
き
に
対
抗
す
る
国
際
的
な
市
民
運
動
の
画
期
的
な
取
り
組
み
と
な
る
に
ち
が
い

な
い
。「
９
条
世
界
会
議
」
は
一
九
九
九
年
五
月
に
出
さ
れ
た
「
ハ
ー
グ
平
和
ア
ピ
ー
ル
」

（「
各
国
議
会
は
、
日
本
国
憲
法
第
９
条
の
よ
う
な
、
政
府
が
戦
争
を
す
る
こ
と
を
禁
止

す
る
決
議
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
」
と
呼
び
か
け
た
）
や
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
最
終
文
書
で
、
各
国
政
府
が

「
日
本
の
９
条
の
よ
う
に
憲
法
で
戦
争
を
放
棄
す
る
こ
と
」
を
求
め
た
）
に
つ
づ
い
て
、

「
武
力
で
平
和
は
作
れ
な
い
」
と
日
本
国
憲
法
の
第
９
条
の
よ
う
な
考
え
方
の
価
値
を
確

認
す
る
国
際
的
な
潮
流
の
上
に
あ
る
、
画
期
的
な
企
画
で
あ
る
。
す
で
に
二
月
二
四
日

に
広
島
を
出
発
し
た
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
が
五
月
三
日
の
日
比
谷
、
四
日
の
幕
張
を
め
ざ

し
て
、
山
陽
道
、
東
海
道
を
歩
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
し
て
お
り
、
多
く
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
か
れ
る
４
日
の
全
体
集
会
、
五
日
の
分
科
会
な
ど
の
企
画

は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
充
実
し
た
企
画
と
な
っ
て
い
る
し
、
六
日
に
は
内
外
の
参
加
者

た
ち
に
よ
る
「
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
る
予
定
だ
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

私
た
ち
は
自
衛
隊
海
外
派
兵
恒
久
法
の
よ
う
な
悪
法
の
成
立
を
め
ざ
し
て
い
る
福
田

康
夫
内
閣
に
対
抗
し
て
、
全
世
界
の
市
民
と
共
に
平
和
を
め
ざ
す
日
本
の
市
民
運
動
の

飛
躍
を
か
け
て
、
こ
の
９
条
世
界
会
議
の
成
功
を
か
ち
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
０
３
‐
３
２
２
１
‐
４
６
６
８
）

（
た
か
だ
・
け
ん
／
許
す
な
！
憲
法
改
悪
・
市
民
連
絡
会
）

視
点
・
論
点
③

派　
兵　
恒　
久　
法　
反　
対　
運　
動　
と　「　
５　
・　
３　
憲　
法　
集　
会　
」　、　「　
９　
条　
世　
界　
会　
議　
」　の　
現　
状　

高
田
　
健




